
 

 

 

 

 

 

  極点測定における結晶粒径の影響 

 

 

 

 

 

 

  結晶粒径が大きいと、極点図の相対強度、極点図間の相対強度が低下し 

  正しい結晶方位計算が得られません。 

  常に、材料の粒径を考慮した測定を行って下さい。 
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概要 

 材料の塑性加工等により、結晶粒径が大きく成り、極点図の再現性が低下します。 

   しかし、材料を揺動させて測定すると、再現性の向上が期待できます。 

   極点測定光学系で、粒径ザイズ確認方法は、ロッキングカーブ測定で可能になります。 

   ロッキングカーブを揺動ありなしで測定する事で、再現性の向上が確認出来ます。 

ロッキングカーブの測定準備 

 極点試料台に被検試料を取り付け、θ/θプロファイルを測定する。 

 測定条件 

  ＤＳ：１／２ｄｅｇ． ＳＳ：１／２ｄｅｇ． ＲＳ：０．３ｍｍ 

  θ／θｓｐｅｅｄ ５ｄｅｇ．／ｍｉｎ． ｓａｍｐｌｅｉｎｇ：０．０２ｄｅｇ． 

   

  ２θ角度を決定する。 

ロッキングカーブ測定 

 上記決定２θ位置にカンターを固定して、θｓｃａｎを行う。 

 ＤＳ：１／２ｄｅｇ． ＳＳ，ＲＳ：ｏｐｅｎ  

 ｓａｍｐｌｅｉｎｇ ０．１ｄｅｇ． θｓｃａｎｓｐｅｅｄ：２ｄｅｇ．／ｍｉｎ． 

 Ｓｃｈｕｌｚスリットを取り付ける。 

 γ揺動、ありなしで比較 

  

 

 揺動なしの赤いプロファイルに比較して、揺動ありの青いプロファイルの変動幅は 

 改善されています。 

 



材料は異なりますが、極点図で比較 

    揺動なし   揺動あり 

 {111}   Max: 47938                          Max: 41038 

      

 {200}               Max: 38514                            Max: 34450 

      

 {220}                Max: 10834                           Max: 10342 

      

 

 

  全体的に、揺動なしでは強度の対称性に欠ける結果になります。 

  相対強度が低下すると、ODF解析時に矛盾が発生し、Rp%が低下します。 

  粒径が大きい場合、測定時間が掛かりますが、正確な極点図測定を行って下さい。 

 

 注意：揺動を行う場合、Ｘ線照射エリアのはみ出しに注意して下さい。 

 

 

 


